
　近頃、新型コロナウイルス感染拡大の影響もあってか、高齢者の方からも、仕事がない、年金が少ない、配偶者と死別して年金額

が減ったなどの理由から、生活が苦しいというご相談を受けることが増えました。そういう時、弁護士がご相談に乗りうることにつ

いて、お話をさせていただきます。

　生活が苦しいという時、その要因としては、主に２つのパターンがあります。一つは、十分な収入があるものの、支出が多く、生活

費にお金がまわらないというパターンです。もう一つは、そもそも最低限の生活費を支払うだけの収入すらないパターンです。

　前者については、支出が多い原因によって、改善策が違います。もしも、支出が多い原因が、滞納している家賃等の解消や借金の

支払いにある場合には、弁護士などの専門家に依頼して、自己破産、任意整理などを行い、借金を整理することによって、収支が改

善する可能性が高いです。

　後者については、最低限の生活費を支払うだけの収入すらない場合には、生活保護を受けられる可能性が高いといえます。保護

費を受給できない場合でも、医療費などの援助を受けることができることもあります。年金収入だけでは生活できないけれども、

病気などで働けない、仕事がない、という時には、ぜひ生活保護の申請を検討してほしいと思います。単独での申請が難しい場合に

は、弁護士が無料で申請手続きに同行する制度が使えることもあります。

　今回ご紹介した借金の整理や生活保護申請については弁護士がご相談に乗ることができます。健康で文化的な最低限度の生活

を送ることは国民の権利です。苦しみ続けるよりも、ぜひ一度、弁護士などの専門家にご相談ください。

法テラス八雲法律事務所　弁護士　椎谷　玲香

身近にお困りごとがございましたら、私たちの事務所にご相談ください。

無料での法律相談も実施しておりますのでお気軽にお問い合わせください。相談予約のお電話は、

☎法テラス八雲法律事務所（０５０‐３３８３‐８３６６）」までお寄せください。

弁護士が解説　　　近頃増えている“生活苦”に関する法律相談
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